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を元に戻すタイミングは，この場合その第３拍であろうか。T.２６第３拍裏 f dを a c′とすれば，
T.１８，第３拍の模倣をしたことになろう。オリジナルの f dは左手に移り存続される。





































































観光に等しいともいえよう。マールプルクは作例のほとんどを C. P. E. バッハに依存していると

































２００１年に初めて読むことができた Bach jahrbuch１９９８．のなかで K. ホフマンは＊，この Cem. と明記された g-
Moll版は二つのリュートで演奏すべし（？）とする推論を下しているが公開の場で後れをとったとはいえ，
この論は承服できないものをもつ。
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